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　 1980年 代 後半 か らタ イ 国 ・バ ン コ ク周辺 地 帯 は 日 本な ど

の 投資が 集中 して ，急激 な土 地 利用変化を起 こ して きた．

特 に こ の 周辺 地 域へ の 都市集中の 速 さ は 世界史的 に 見 て も

特筆 さ れる べ きもの が あ っ た D．昔 か ら バ ン コ クの 西側 は，

果樹 ・野菜の 生産が 集中 し て い た と こ ろで あ り，広大 な 湿

地 帯 の 中に 掘削 され た 運河を利用 して ，舟運 に よ り市内 へ

と 生 産野 菜が 運ば れ て い た．人 口集中に 合わ せ て ，農業生

産 の 増大 が 余儀な くさ れ ，そ の 結果 と し て 化 学肥 料 や 農薬

が 多投 さ れ た
2）．こ の 地 域は 上 流か ら の 流下水が 滞留す る

地 域 で，多投 され た 農薬が こ の 広大 な 湿 地帯 に 滞 留水 と
一

緒 に留 っ て お り，水質悪化 の
．一

因 と な っ て い る可 能 性 が あ

る．一
方，近年 の 環 境保全型 農業 に対 す る関心 の 深 さ か ら，

物質収支 に基 づ い た 環 境要素 の 循 環 を考慮 す る研 究 は，国

内外 を 問わ ず，さま ざまな 方面 で 試行 され つ つ あ る，しか

し，東南 ア ジ ア 地 域の 環 境 中の 農薬 の 動 態 に 関 して は，問

題 視 され つ つ あ る もの の い まだ不 明 な 部分 が 多 い ．

　 本 研 究 は ，（独 ） 日 本 学 術 振 興 会 の 科 学研 究 費 に よ る プ

ロ ジ ェ ク ト研究で あ り，野菜 ・果樹 が 高密度 に 栽培 さ れ て

い る こ の バ ン コ ク近郊農業地 帯 に お い て 懸 念 され る 残留農

薬 に よ る 環境劣化に 焦点を あ て，農薬 の 循環 とい う立 場 か

ら 農薬 の 使用実態に つ い て の 現地調査 お よ び 頻繁 に 使用 さ

れて い る 農薬 の 残留分析 ・分解 に 関する 化学的調査を行 っ

た ．そ の 結 果，い くつ か の 興味深 い 知見が 得 ら れ た の で 紹

介 した い ．

1．タ イ に輸 入 さ れ る 農薬

タ イ の 農 薬 事 情 に つ い て は，内閣 府 食 品 安 全 委員 会事務
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局 の 都築伸 幸氏 が，2006 年の 農 薬学会誌 解説 に 詳細 に 記 さ

れ て い る の で
2〕，そ の 解説 も参照 して い た だ き た い．筆者

は，2003 年以 来，数回 口本
一

タ イ 共同出資の 農薬会社 TJC

Chemical　Co．　Ltd．（T亅C）を訪問 し，タイ にお け る農薬状況

に つ い て の 情報 を得 た．タ イ 国 内で は ほ と ん ど農薬 原 体 を

製造 して い な い た め，農薬原体 の ほ ぼ全 量 を海 外 か らの 輸

入 に 頼 っ て い る．そ の 結 果，輸 入 農 薬 原 休 量 が タ イ 国 内に

おけ る 消費量 に ほ ぼ 比例す る，都築氏 の 解説
1）

に よ れ ば，

タ イ の 輸 入農 薬 原 体 額 は 1990年 代 前 半 は 30億 バ ー
ツ 程 度

で 推 移 して い た が，1990年 代 半 ばか ら増加 の 一一途 をた ど り，

2004 年に はほ ぼ 4 倍の II3億 バ ーツ 以 上 となって い る．　 TJC

の Pongsak 　Zaprong氏 は ， 2006 年 に 神 戸 で 開催 され た llth

IUPAC 　International　Congress　 of 　Pesticide　Chemistryの ラ ン

チ ョ ン セ ミナー
に お い て，タ イ に お け る農業 お よ び農薬事

情 に つ い て 講演 さ れ て い る．そ の 資料
3）

に 基 づ い て ，

2003−2005 年の タ イ に お け る 輸入額上 位 10 種 類 の 農薬原体

名 を，輸 入額，哺乳 類に 対す る 毒性値 と と もに 表 1 に 示す ．

冂本 で は，毒物劇物取締法 に お い て ，2006 年の 改定 以 来，

LD50 （50％ 致 死 薬量 ）； 50mg 〆体重 kg 以 下 の もの を 毒物，

50mg 〆kg を 越え 300　mgfkg 以下 の もの を劇物，300mgn（g を

越 え る もの を普通物 と 定 め て い る ，除草剤 glyphosate ，

paraquatが 2003〜2005 年の 間，常 に 1，2 位を占め て い るの

が わ か る．殺虫剤 で は，2003 年 に endesulfan が 4 位 で あ っ

た．Endosulfan は
一

時期あま り使用 されて い な か っ た が，近

年の タ イ 水稲 栽培 地域 に お け る ジ ャ ン ボ タ＝ シ 大 発 生 の た

め，そ の 駆 除 用 に 使 用 さ れ る よ うに な った 農 薬 で あ る．従 っ

て ，こ の 農薬 の 使 用 は 水 稲 栽 培 地 域 に 限 定 さ れ て い た．し

か し，endesulfan は 2004 年 10 月 に タ イ に お い て 使用 禁止 と

な っ た．ま た，最 近 ，中国産 の 冷 凍 ギ ョ ウザ に 含 ま れ て い

て 問 題 とな っ た有機 リ ン 剤 の methamidopbos は，表 1 に は

現 れ て い な い が，2003 年 まで タ イで もよ く使 用 され て お り，

殺 虫 剤 と して は，2002年 に 輸 入 額 6 位 で あ っ た．こ の 農 薬
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表 1，2003 −−2005 年 の タイに お け る輸入額 ヒ位 io 種類の 農薬 と そ の 毒性値

2003 2004 2005

No．

農薬名
u ｝

　 　 　 　 　毒 性 ：

原体

　　　　　LDsot〕
輸入Wt　b〕
　 　 　 　 （rat ，　mg ／kg）

農薬 名
“t

　 　 　 　 　毒 性 ：

原体

　　　　　LDsoc〕

輸入額
わ 1

　 　 　 　 （rat ，　mg 〆kg）

農薬名
a ）

　 　 　 　 　毒性 ：

原体
　　　　　LDsoc）

輸入ac　J，）
　　　　（rat ，　mg ！kg）

1234

56

78

910

glyphosate（H）

paraquat（H）

ametryn （H）

endosulfan （1）

atrazine （H）

propicQnazo且e＋

difenoconazoleの （F）

methomyl （1）

fiprQnil（夏）

2
，
4−D （H ）

chlorpyrifos （1）

43、933

、412

．08

．6

5，600　　　glyphosate（H）

　 150　　　 paraquat（H）

1，110　　　 abamectin （且）

80〜100　　　chlorpyrifos （〔）

7．5　　1，869〜3，080

7．2　　　　 1，517

　 　 　 　 1，453

6．8　　　　17〜24

6．5 100

6．2　　　 　375

6．2　　　135〜163

2，4−D （H ）

amctryn （H ）

cypermethrin （1）

propiconazole＋

difenoconazoled）
（F）

bromacjl（H）

methomy1 σ）

53．526

．210

．310

．0

77∩
フ

8

7．77

，5

6．25

．8

5，60015010135

−−163

3751

，UO

303〜4，123

　 1，517

　 1，453

　 5，200

　 17〜24

glyphosate〔H）

paraquat（H ）

2，4−D （H ）

propiconazole＋

difenoc・nazoled 〕
（F）

abamectin （1）

cypermcthrin （1）

atrazine （H）

ametryn （H）

bromaci1（H ）

diuron（H）

42．422

，611

．09

．1

4477

5，6001503751

，
5171

，
453

　 10303

〜4，123

6．9　1，869− 3，080

6．7　　　　且，1且0

5266 5，2003

，400

“）H ：除草剤 ， 1 ：殺虫剤 ， F ：殺菌 剤．　 h〕単 位 ： million 　US ＄．し）毒 性 ：最 新農 薬 データ ブ ッ ク，上 杉康彦，　 L路雅子，腰岡

政 二 編，ソ フ トサ イ エ ン ス 社，1997．d｝
混 合剤 と して 使用 され る．

は 毒物で あ り （ラ ッ トに 対 し LD5
，广 13〜23　mg ！kg）

4 ），2003

年 3 月 に タ イ に お い て 使用禁止 とな っ た．日本 で は 未登 録

な の で 使用履歴 は な い．た だ し， methamidophos は，日本 で

も使用 され て い る殺 虫 剤 acephate の 分 解物 で もあ る．（表

D
　 こ の よ う な 状況下で ，2004年 に は 輸入 額 の 多 い 殺虫 剤 原

体 が 変化 し，abamectin が 輸 入 額 且位 （全 体 で は 3 位 ） と

な っ た ，Abamectin も日本 で は 未登 録 の 農薬 で ，哺乳 類 に

対 し毒性を 示す．（ラ ッ トに 対 し LD50 ＝10mg ！kg）5〕 しか し，

abamectin に 対す る感受性 は種 間で 大 き く異な り，齧歯類の

感受性 は他の 種 に 比べ て 高 い た め，ラ ッ ト に 対する LDso 値

に 基づ い て ヒ トに 対す る リス ク評価を行 う こ とは 不適切で

あ る と の 報告 が あ る
6〕．2005 年 に お い て も，abamectin は

cypermethrin と と もに 殺虫剤 で は輸入額 1 位で あ る，我 々 は

バ ン コ ク近 郊 地 域 の 農場 お よ び 農薬 販 売店 に お け る 聞 き取

り調 査 か ら も abamectin が よ く使用 さ れ て い ると の 情報 を得

て
， abamectin の 環 境 動 態 に つ い て 検 討 す る と と も に ，熱帯

地 方 で しば しば 使用 さ れ る農薬 の 環 境 中残 留 を調 査 す る こ

と に した．

2，Abamectin に つ い て

2 種類の 異性体 Ble （80％ 以上 ） と Blb （20％ 以 下）で あ る
7）．

そ れ らの 構造 を図 1 に 示 す．抑制性神経伝 達物質で あ る γ
一

aminobutyric 　acid （GABA ） の 放 出 を 刺 激 す る作 用 が あ り，

タ イ以 外 で も米国，欧州 な ど さ ま ざ ま な 国で 殺虫剤，殺ダ

ニ 剤 と して登 録 され て い る．さま ざま な 昆虫 や ダニ に 対 し

て 効 果 を 示 し，近年，タ イ で は，endosulfan の 代替農薬 と

して ，ジ ャ ン ボ タニ シ 駆除に も使用 さ れつ つ あ る
S〕．環境

中で の 分 解 は 速 く，土表 面 で は光 分 解 が 起 こ り，そ の 半 減

期 は 8 時 間〜1 日，暗 所，好 気 的 条 件 下 で 上 中 半 減 期 2 週

間〜2 ヶ 月，水中で 12時間 と報告 さ れ て い る
7〕．作物中の

残留基準値 は，CODEX 基 準で ， 例 え ば 0．05　ppm （レ タ ス ），

　 　 　 OCH3

ろ凱
H3G ♂

　Abamectin は 土 壌 細 菌 Streptomyces　avermititis の 生 産 す る

環 状 ラ ク トン で ，8 種 類 の 異 性 体 ave   ectin 　A1。，　 Atb，　 A2a，

A2b お よ び Bta，　B
］b，　B2a，　B2bの 混 合物 で あ る

s ）．主 成 分 は

Bla　R ＝C2H5
Blh　 R＝CH3

OH

図 1．Avermectin　B1。お よび Blb の 構 造

Hs
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表 2．分析 した農薬 （一般名 ）

〔殺虫 剤）

BHC （α，β，γ，δの 総 和）

DDT （DDD ，　 DDE を含 む）

AcephateAldrinEndesulfan

Qujnalphos
Chlorpyrifos

Chlerpyrifos−methyl

Dichlervos

DicofolCyhalothrin

CyfiuthrinCype

  ethrin

Dimetheate

Die］drinParathionParathiol

〕
−methyl

Fenitrothion

Fenvalerate

Fenpropathrin

Permethrin

Malathion

Methamidophos

Monocrotophos

（殺菌剤）

Azoxystrobin

Chlorothalonil

Captan （tetraphthalimide ）

0．Olppm （ジ ャ ガ イ モ な ど） で ある
9）．凵本で は，登録 が な

い た め ，ほ とん ど の 野菜 に対 して ，一
律基準値 0．Olppm と

な っ て い る
10）．ま た，JMPR （FAOfWHO 合 同残 留 農 薬 専 門

家会議） で 設定 さ れ た 1 囗許容摂 取 量 ADI （mg 〆体重 kg〆

日，ヒ トが
一生，毎 日摂取 して も問題 が な い と さ れ る 農薬

量 ） は，0．002 と な っ て い る
ID．

3．土壌試料の採取
・
分析

　TJC に お い て ，バ ン コ クの 西 側 地 域 で 農薬 を多 用 す る野

菜お よ び 果物類の 栽培 が 多 い とい う情報 を得 た た め，バ ン

コ ク 西 側 の 農 業 地 帯 を調 査 地 域 と した，まず，2003 年 に ，

そ の 地域 を 流れ る タ ッ チ ン 川 お よ び メ ク ロ ン川 流 域 で 水 の

滞留 して い そ う な 場所 に お い て 水を 採取 し，水中の 残留農

薬を検出す る こ と を試 み た． しか し，当時，タイ 国内で 残

留農薬分析を 行 っ て い る研究所 につ い て の 情報を持 っ て い

な か っ た た め，水 を 日本 に持 ち 帰 り，農薬分析を行 うこ と

に した．タ イ に お け る使用 農薬実態調 査結果 お よ び輸 入 野

菜 に お い て しば しば検 出 され る農薬 に 関 す る情報 に 基づ き，

水中 に お け る 27種 類の 農 薬 （表 2） の
一

斉 分 析 を，（財 ）

雑賀技術研究 所 に 依 頼 した が，い ず れ の サ ン プ ル で も残 留

農薬 が 検出限界以上 の レ ベ ル で は 検出され な か った，近 年

の 農薬は 水中で す み や か に 分解す る た め，水中の 農薬残留

をモ ニ タ
ー

す る の は 困難 で あ る と考え られ た．そ こ で ， そ

れ以 降は土壌中の 農薬調査を行うこ と と した．2003 年 お よ

び 2005 年に タ ッ チ ン 川 流域近 くの 土 壌およ び ナ コ ン パ トム

県 の ア ス パ ラ ガ ス 畑 な ど の 土 壌 を 採取 し，農林水産省 の 許

可 を得 て 日本 に持 ち帰 り，水 の 場 合 と 同 様，（財）雑賀技術

研 究 所 に 土 壌 中の 27 種 類 の 農薬分 析 を 依 頼 し た．ま た ，

日本農 薬学 会誌

図 2．タ イ の 地 図 （
一
部 ）．丸 印 が 土 壌 の 採 取 地．MapSource

（Garmin 社，　 Vers　ion　6．11．5） の 地 図を 改変．

2007 年 9 月 お よ び 2008 年 1月 に バ ン コ ク近郊農業地帯

（バ ン コ ク
ーカ ン ペ ン セ ン の 間の 地域） に おい て，再度，土

壌の 採取を行 っ た．2007年 に は主 に 日本向け の 輸出ア ス パ

ラ ガ ス を 栽培 して い る畑，2008 年 に は 国内向 け の ケ
ー

ル ，

キ ャ ベ ツ ，ダイ コ ン ，サ ツ マ イ モ な どの 野 菜畑か ら ヒ壌 を

採 取 し，残 留 農 薬 分 析 を行 っ た，採 取 地 を 図 2 の 地 図 に 示

す．

4．試料 中の 残留農薬分 析結果

　2003 年 お よ び 2005 年の 土 壌 サ ン プ ル 中 に 検 出 され た 農

薬は （Traceを 除 く），殺 虫 剤 の cypermethrin ，　 chlorpyrifos ，

fenvalerate，　 endosulfan ，　 dicofol，殺菌剤 の chlorothalonil ，

azoxystrobin ，（い ず れ も 0．OI〜O．5ppm ） で あ っ た．　 Cypenne−

thrin，　 fenvalerateは ピレ ス ロ イ ド，　 chlorpyrifos は 有機 リ ン剤

で あ る ，た だ し，こ の 時 に は，分析手法 が 異 な る た め，

abamectin の 分析 は 行 っ て い な か っ た ．

　興味深 い こ と に，2005年 に endosulfan を使用 して い な い

ア ス パ ラ ガ ス 畑 で，畑十 壌中 に endosulfan が 検出 さ れ た ．

先に も述べ た よ う に，endosulfan は 2004年 に 禁止 さ れ る ま

で ，水稲栽培地域 の ジ ャ ン ボ タニ シ 駆除に 多用 され て い た．

EndosuEfanが残留 して い た 水 田 の 水 が 灌漑水中 に 混 入 し，

ア ス パ ラ ガ ス 畑 に 散 布 され た の で は な い か と考 え られ た の

で ，灌 漑 水 の 元 で あ る カ ナ ル の 水 お よ び溜 池 水 中 の endo −

sulfan 濃 度 を 測 定 して み た．カ ナ ル 水 に は 残留農薬 は 検出

され な か った が ， 溜池 水 か ら検出限界値 0．02ppm 以 下 の ご

く微量 の endosulfan が 認 め られ た こ とか ら ， 上 記 の 推測 を

裏付 け る結果 とな っ た．

　2006 年 に タイ国内の 食品と農産物 に 対す る研究 セ ン ター，

Laboratory 　Center 　for　Food 　and 　Agricu 萋tUral　Products　Co．，　Ltd，

（LCFA ） に 関す る 情報 を 得 る こ と が で き た の で ，2007 年 お

よ び 2008 年 に 採取 し た 土 壌中の 農薬分析 は，採取直後 に
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表 3．検 出 され た 農薬の 物性お よ び毒性値

農薬名 1・g　P （・ct〆water ）
a ）

半減期

（days）
b）

毒性 ： LD50

（rat，　mg ズkg）
e）

魚毒性 ； LCso

（ppm ／96hr）
e ）

　 　 ADI

（mg 〆体 重 kg旧 ）

Cypermethrin

Fenvalerate

Ch 且orpyrifbs

Endosulfan

DicofblChlorothalonil

Azoxystrobin

Prothio兪）s

Imidacloprid

6．056

．654

．823

．834

．282

．9 

3．08（calc ）の

4．920

．59

6075

〜8033

〜5630
−−7060
〜1000

．3〜28

　 1430
− 600

．25

303〜4123

　 451135

− 16380

〜100578

〜595

　 ＞ 10，000

　 ＞ 5，000

1，730〜1，800

　 450

0．OOO69 （ニ ジ マ ス ）

0．0036 （ニ ジ マ ス ）

0．003 （ニ ジマ ス ）

0，002　（golden　orft）
O．36 （ナ マ ズ）

O．25 （ニ ジ マ ス ）

　05 −−1．0 （ニ ジ マ ス ，48h）

211 （ニ ジ マ ス ，24h）

0．050

．0180

，010

．0060

．0250

．Ol80

，180

，00150

．057

“〕Measured　log　P （octanolfwater ）based　on 　MacLogP 　4．0，　ByoBite．　 b〕
十 壌 中半 減期 （The　Pesticide　Manual，　thirteenth　edition ，　BCPC ，

UK ，2003 ）．　 c ）
毒 性，魚毒 性 ：最新 農薬 データ ブ ッ ク，上杉康彦 ， 上路雅子，腰岡政二 編，ソ フ トサ イ エ ン ス 社，1997．　 d）

　Cal−
culated 　log　P （octanoVwater ）

LCFA に お い て 行 っ た．以 前 の 雑賀研 究 所 に お け る
一

斉分

析 の 結果を 参考 に し，さ らに現 地 に お け る使用農薬実 態 調

査結果に 基づ き，分 析 した農薬は ， abamectin の 他 に ，　 imi−

dacloprid，有機 リン 剤，ピ レス ロ イ ド類で あ る．2007 年 に

採取 し た ア ス パ ラ ガ ス 畑，タ ロ イ モ 畑，カ ボ チ ャ 畑 で は，

農薬散布直前 の ア ス パ ラ ガ ス 畑 に お い て 0．03ppm の perme−

thrinが，別 の 収 穫 前 の ア ス パ ラ ガ ス 畑 に お い て 0．OIppm の

imidaclopridが検 出 さ れ た以 外 は，い ず れ の 農薬 も検出 され

な か った，ま た，2008年 に 採取 した 国内向け野 菜 を栽培 し

て い る 畑 の う ち，サ ツ マ イ モ 畑 か ら，O、2ppm 程度 の

abamect 孟n，20〜40ppm の cypermethrin お よ び chlorpyrifbs が

検出さ れた．た だ し，こ の 畑で は，聞 き取 り調 査 に よ り，4

日前 に abamectin と cypermethrin ，　 chlorpyrifos の 混 合農薬を

散布 し た と い う こ と が 判 明 し て い る．そ れ 以 外 に，ケール

を 栽培 して い る 畑 か ら，O．Ol−−0．02　ppm の prothiofos，　 cyper −

methrin ，　 imidaclopridが 検 出 さ れ た ．他 地 域 よ り高濃度 で，
10 日 前 に abamectin を 散布 し た キ ャ ベ ツ 畑 の 土 に は

abamectin お よ び他 の 農薬 は検 出 され な か っ た．

5．Abamectin の タ イ の 土壌中 で の 分解

　土壌 を採取 した 場 所 は異 な る もの の ，農薬散布 4 日 後で

は土壌中 に abamectin を 含む 農薬 が検 出さ れ，　 io 日 後 に は

検 出 さ れ な か っ た こ とか ら，現 地 条件 に お い て，abamectin

の 分 解 速 度 が どの 程 度 で あ る か を確 認 す る た め に，容器 内

試 験 に よ り，abamectin の 分解実験を行 っ た ．実験 は，「農

薬 の 登 録中請 に 係 る 試験成績 に つ い て 」 （平成 12年 11月

24 日付 け 12農産第 8147号農林水産省農産園芸局長通知）

の ， 土 壌 へ の 残留性 に 関す る 試験
一
容器内試験方法 に 基づ

き，タ イ で 採取 され た土 壌 の 内，土性の 異な る 2 種 類 の 土

壌，す な わ ち砂含量 の 多 い 土 壌 と 粘 土 含 量 の 多 い 土壌 を用

い て 25°C お よ び 35°C で 実施 した，そ の 結果，い ずれの 土

壌 に お い て も，25°C に お ける abamectin の 半減期 は 5 囗程

度，35°C に お ける 半減期 は 3− 4 日で ，高温 の 方 が や や 分

解は 速か っ た，また，abamectin は，約 10 日で ほ ぼ 100／e 以

下に 分 解 さ れ た ．

6．Abamectin 以外 の 農薬に つ い て

　Abamectin 以 外 で ，土 壌試料 か ら検 出 さ れ た cyperme −

thrin ，　fenvalerate，　chlorpyrifos ，　endosulfan ，　dicofo1，

chlorothaloniL 　 azexystrobin ，　 prothiofos，　 imidaclopridの 物性

お よ び毒性 を表 3 に示す．Imidacloprid以外 は疎水性が か な

り高 い，特 に ，cypermethrin ，　 fenvalerateな ど の ピ レ ス ロ イ

ド類 の 疎 水性 は 非常 に 高 く，土 壌 に 吸着 さ れ や す い 性質 を

持 っ て い る．ま た，土 壌 の 種類，環境条件 に もよ る が，im −

idaclopridが も っ と も分解 され や す く，　 fenvalerate，　 dicofolは

分解 され に くい．ま た，ピ レ ス ロ イ ド類，chlorpyrifos ，　 en −

dosurfanは 魚毒性 が 比較的高 い ，　 Chlorpyrifos，　imidacloprid
に は ，日本 で 公共用水域な ど に お け る水質評価指針値が 存

在 し，そ れ ぞ れ 0．03　mg ！l以下，0．2mgtl 以 下で あ る
f2），

　日 本で の 作物 に対す る残留基準値は，例 え ば cypermethrin

で O．05　ppm （ソ ラ マ メ，イ モ 類 ），02ppm （コ ム ギ ）
13），

fenvalerateで 0，05　ppm （イ モ 類 ），0．5　ppm （エ ン ドウ，ソ ラ

マ メ ），2 ．Oppm （コ ム ギ ）
t4），　chlorpyrifos で ，0．Olppm （ホ

ウ レ ン ソ ウ な ど）， 0．1ppm （コ メ ）
15），　 endosuifan で ，0，5

ppm （マ メ，イ モ 類）， 0．2　ppm （コ ム ギ） で あ る
T6＞．各農

薬 の 日本に お け る ADI （mg1 体重 k9〆日 ） は 表 3 に 示 した と

お りで あ る
17〕。

お 　わ　 り　 に

広 範囲に わ た っ て 土 壌試料 を採取 し，残留農薬分析 を行
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うこ とは で きな か った が ，
バ ン コ ク近 郊 の 野 菜 栽 培 地域 に

おける 環境中の 残留農薬 に つ い て，あ る程 度 の 情報 を 得 る

こ と がで きた．日 本で 2007 年 に ポ ジテ ィ ブ リス ト制 度が 施

行 さ れて 以来，日本へ の 輸出向 け野菜 に 対す る農薬使用 は

各国 と も非常 に 規制が 厳 し くな っ て い る．ナ コ ン パ トム 県

に お い て ア ス パ ラ ガ ス を栽培 して い る 農家 は 日 本の 食品会

社 との 契 約 農 家 で あ り，農薬使 用 が 適切に 管理 さ れ て い る

か らで あ ろ うが ， 2007 年 に 採 取 した ア ス パ ラ ガ ス 畑な ど の

土 壌 1．【
．
1に，ほ と ん ど残 留農薬が 検 出 さ れ な か っ た，ま た，

2008 年採取の 国内向 けの 野菜畑 で は，農薬散布後 4 日の 土

壌中に abamectin ，　 cypermethrin お よ び chlorpyrifos が 見出さ

れ た．一
箇所の 畑 土 を サ ン プ リ ン グ した た め，必 ず しも こ

の 残留濃度が 畑全 体 の 濃度 で あ る と は 言 い 切 れ な い ．しか

も，別 の 畑で は あ る が，散布 10 日後 の 土 壌 で は残 留 農薬が

検 出 さ れ な か っ た こ と か ら，現時点 で 大 き な 問題 で はな い

と思 わ れ る が，今後 の 経過観察 が 必要 で あ る．

　統 計 値が な い の で 実 態 を正 確 に把握す る こ と は で きな い

が ， タイ で は，中 国 お よ び イ ン ドか らか な りの 量の 安価 な

ジ ェ ネ リ ッ ク農薬 が輸入 され て い る．ジ ェ ネ リ ッ ク 農薬 の

質 は 徐 々 に 改 善 され て きて い る と は い う もの の ，タ イで は

ジ ェ ネ リ ッ ク農薬 の 登 録 に 対 して 毒性 を報告す る 必要が な

い た め，中に は 低 品 質で 不純 物 を多 く含 む ジ ェ ネ リ ッ ク 農

薬 も存在 す る．Abamectinに お い て も不 純 物 を 含 む ジ ェ ネ

リ ッ ク 品 の 存在 が 報告 さ れ た s〕．今回 の 我 々 の 研 究 で

abamectin そ の もの は 高毒性で あ っ て も土 壌中で の 分解 が速

い た め，環境中に 残留せ ず，適切に 使用 され て い れ ば 問題

は な い との 結論 を得 た が ，ジ ェ ネ リ ッ ク品 に 含 まれ る不純

物の 安全性に つ い て の 研究が 望まれ る．
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最 終 学 歴 ：京都大学大学 院農学研究科農芸化学専攻　 中退

研 究テ
ー

マ 　医農薬 の 構造 活性 相 関，近 年 は 特 に 薬 物 勤態

　 　 　 　 　 （吸収，代謝．排泄） に 関す る構造 活 性相 関研 究

　 　 　 　 　 に 興味 を持 っ て い る ．
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